
JP WO2014/045573 A1 2014.3.27

10

(57)【要約】
　超音波診断装置において、フリーズ後又はシネ再生中
に、操作入力部に、Ｄモード画像の変更を指示する操作
入力が入力されたとき、画像制御部は、操作入力の内容
に応じて、ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部
範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新た
に生成して表示器に表示されるＤモード画像が表す心拍
区間を変更し、心拍区間選択部は、表示器に表示された
変更後のＤモード画像が表す複数の心拍区間を新たに生
成されたトレース波形に基づき検出し、所定の選択基準
に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新
たに選択し、計測部は、新たに選択された計測対象心拍
区間に含まれる新たに生成されたトレース波形に基づき
所定の診断パラメータを計測することを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数心拍分のドプラスペクトラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続
可能に構成された超音波診断装置であって、
　使用者からの操作入力を受け付ける操作入力部と、
　前記記録媒体から前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラム
データの時間軸上の一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモ
ード画像の一部又は全部を前記表示器に表示させる画像制御部と、
　前記Ｄモード画像が表す複数の心拍区間を前記トレース波形に基づき検出し、所定の選
択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として選択する心拍区間選択部と、
　前記計測対象心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計
測する計測部と、
を備え、
　前記操作入力部に、前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、
　前記画像制御部は、前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時
間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示
器に表示されるＤモード画像が表す心拍区間を変更し、
　前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示される変更後のＤモード画像が表す複数の心
拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検出し、前記所定の選択基準に基づ
き１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選択し、
　前記計測部は、前記新たに選択された計測対象心拍区間に含まれる前記新たに生成され
たトレース波形に基づき診断パラメータを計測する
超音波診断装置。
【請求項２】
　前記所定の選択基準は、前記表示器に表示されたＤモード画像が表す複数の心拍区間の
うち、時間的に最も新しい心拍区間を計測対象心拍区間として選択するものである
請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記時間的に最も新しい心拍区間は、前記表示器に表示されたＤモード画像が表す複数
の隣接する心拡張末期間の時間間隔のうち、時間的に最も新しい時間間隔である
請求項２記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記所定の選択基準は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる複数の心拍区
間のうち、時間的に最も古い心拍区間を計測対象心拍区間として選択するものである
請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記時間的に最も古い心拍区間は、前記表示器に表示されたＤモード画像が表す複数の
隣接する心拡張末期間の時間間隔のうち、時間的に最も古い時間間隔である
請求項４記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記所定の選択基準が、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる複数の心拍区
間から使用者が指定する心拍区間を計測対象心拍区間として選択するものである場合には
、
　前記操作入力部は、前記表示器に表示されたＤモード画像上に計測対象範囲を指定する
操作入力を受け付け、
　前記画像制御部は、前記計測対象範囲を表示器に表示し、
　前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる複数の心拍区
間のうち、前記計測対象範囲内に含まれる心拍区間を計測対象心拍区間として選択する
請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項７】
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　前記所定の選択基準が、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる全ての心拍区
間に含まれる前記トレース波形から得られるＰＳＶ、ＰＳＶの絶対値、ＲＩ、ＰＩ、およ
びトレース波形の信頼度から選ばれる１つに基づき前記所定の心拍区間を選択するもので
ある場合には、
　前記計測部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる全ての心拍区間に含ま
れる前記トレース波形に基づき、前記一つのパラメータを計測し、
　前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる全ての心拍区
間のうち、前記一つのパラメータが最も適切な値である心拍区間を計測対象心拍区間とし
て選択する
請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる複数の心拍区間のうち
、前記計測対象心拍区間を残余の心拍区間とは異なる態様にて表示する
請求項１から７の何れかに記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記心拍区間選択部は、前記トレース波形に含まれる複数の心拡張末期を検出し、連続
する２つの前記心拡張末期間の時間間隔を１心拍区間として規定することにより、前記複
数の心拍区間を検出する
請求項１から７の何れかに記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記診断パラメータは、ＰＳＶ、ＥＤＶ、ＴＡＭＶ、ＲＩ、ＰＩから選ばれる少なくと
も１つである
請求項１から７の何れかに記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記操作入力部に、前記表示器に表示されているＤモード画像のフリーズを指示する操
作入力が入力されたとき、
　前記画像制御部は、前記フリーズが行われた時点で前記表示器に表示されているＤモー
ド画像の表示を継続し、
　前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示されているＤモード画像に基づき、前記所定
の選択基準に基づき１以上の心拍区間を前記計測対象心拍区間として選択する
請求項１から７の何れかに記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　被検体内に向けて超音波を送受信させて得た受信信号に基づき複数心拍分のドプラスペ
クトラムデータを生成し前記記録媒体に出力するＤモードデータ生成部をさらに備えた
請求項１から７の何れかに記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記計測部は前記診断パラメータの計測結果を前記画像制御部に出力し、前記画像制御
部は、前記計測結果を前記表示器に表示させる
請求項１から７の何れかに記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　被検体内に血管に向けて超音波を送受信して得た複数心拍分の受信信号が記録された記
録媒体と、表示器とが各々接続可能に構成された超音波診断装置であって、
　使用者からの操作入力を受け付ける操作入力部と、
　前記記録媒体から前記受信信号を読み出し、当該受信信号に基づき前記操作入力部から
入力されたサンプルゲートが示す前記受信信号の範囲について複数心拍分のドプラスペク
トラムデータを生成し、当該ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲に基づきＤ
モード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモード画像を前記表示器に表示させる画像
制御部と、
　前記Ｄモード画像が表す複数の心拍区間を前記トレース波形に基づき検出し、所定の選
択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として選択する心拍区間選択部と、
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　前記計測対象心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計
測する計測部と、
を備え、
　前記操作入力部に、前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、
　前記画像制御部は、前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時
間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示
器に表示されるＤモード画像が表す心拍区間を変更し、
　前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示された変更後のＤモード画像が表す複数の心
拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検出し、前記所定の選択基準に基づ
き１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選択し、
　前記計測部は、新たに選択された前記計測対象心拍区間に含まれる前記新たに生成され
たトレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測する
超音波診断装置。
【請求項１５】
　複数心拍分のドプラスペクトラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続
可能に構成された超音波診断装置の制御方法であって、
　被検体内に向けて超音波を送受信させて得た受信信号に基づき複数心拍分のドプラスペ
クトラムデータを生成するステップと、
　使用者からの操作入力を受け付けるステップと、
　前記ドプラスペクトラムデータを記録するステップと、
　記録した前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラムデータの
時間軸上の一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモード画像
を前記表示器に表示させるステップと、
　前記Ｄモード画像が表す複数の心拍区間を検出し、所定の選択基準に基づき１以上の心
拍区間を計測対象心拍区間として選択するステップと、
　前記計測対象心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計
測するステップと、
を有し、
　さらに、使用者から前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、
　前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を
異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示器に表示されるＤモ
ード画像が表す心拍区間を変更するステップと、
　前記表示器に表示された変更後のＤモード画像が表す複数の心拍区間を前記新たに生成
されたトレース波形に基づき検出し、前記所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計
測対象心拍区間として新たに選択するステップと、
　前記計測部は、新たに選択された前記計測対象心拍区間に含まれる前記新たに生成され
たトレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測するステップと
を行う超音波診断装置の制御方法。
【請求項１６】
　複数心拍分のドプラスペクトラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続
可能に構成され、超音波診断装置に備えた操作入力部からの操作入力に基づき前記超音波
診断装置を制御する超音波診断装置の制御器であって、
　前記記録媒体から前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラム
データの時間軸上の一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモ
ード画像の一部又は全部を前記表示器に表示させる画像制御部と、
　前記Ｄモード画像が表す複数の心拍区間を前記トレース波形に基づき検出し、所定の選
択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として選択する心拍区間選択部と、
　前記計測対象心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計
測する計測部と、
を備え、
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　前記操作入力部に、前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、
　前記画像制御部は、前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時
間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示
器に表示されるＤモード画像が表す心拍区間を変更し、
　前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示される変更後のＤモード画像が表す複数の心
拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検出し、前記所定の選択基準に基づ
き１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選択し、
　前記計測部は、前記新たに選択された計測対象心拍区間に含まれる前記新たに生成され
たトレース波形に基づき診断パラメータを計測する
超音波診断装置の制御器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波のドプラ効果を利用して生体内の血流に関する各種診断パラメータを
計測する超音波診断装置、超音波診断装置の制御方法および超音波診断装置の制御器に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、圧電変換素子を有する超音波探触子を介して被検体内に向けて超音
波を送受信して得た受信信号に基づき、被検体内部の情報を示す超音波画像を生成する装
置である。この超音波診断装置が生成する超音波画像には、例えば、いわゆるＢモード（
Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｍｏｄｅ）画像とＤモード（Ｄｏｐｐｌｅｒ　Ｍｏｄｅ）画像等
がある。
【０００３】
　Ｂモード画像は、被検体内の臓器などを断層画像として表示する画像である。Ｂモード
画像では、超音波探触子で受信した反射超音波を、その振幅の大きさに応じた輝度信号に
変換して、被検体内の臓器などを２次元表示する。
【０００４】
　一方、Ｄモード画像は、被検体の任意の位置における血流速度の時間変化を表示する画
像である。Ｄモード画像では、超音波探触子を介して圧電変換素子から音波を被検体内の
特定部位に一定周期で連続的に送信し、生体内から反射された反射超音波から得られた受
信信号をＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）により周波数分析す
ることで生成したドプラスペクトラムデータを、例えば、横軸に時間（ｔ）、縦軸に周波
数に対応する流速（Ｖ）、各流速（周波数）成分の強さ（パワー）を輝度（階調）として
表示する（以後、「スペクトル表示」とする）。
【０００５】
　超音波診断装置にてＤモード画像を計測表示する場合、例えば、超音波診断装置と接続
した表示器に表示されたＢモード画像上の所望の位置にサンプルゲートを指定して、その
位置における反射超音波からドプラスペクトラムデータを取得する。そして、ドプラスペ
クトラムデータをスペクトル表示したＤモード画像を生成し、Ｄモード画像を表示器に表
示させる。通常、Ｄモード画像は、複数心拍分のドプラスペクトラムデータが時間的に連
続してスペクトル表示され、時間経過にともない逐次更新される。
【０００６】
　そして、このようにして得たドプラスペクトラムデータやＤモード画像に基づき被検体
の内の血流に関する各種診断パラメータの計測が行われる。各種診断パラメータの計測で
は、従来、リアルタイムに取得したドプラスペクトラムデータに基づき生成したＤモード
画像の変更を一旦停止し、停止したＤモード画像を継続して表示（以後、「フリーズ」と
する）させた状態で、操作者が表示されたＤモード画像を見ながらマニュアル操作により
Ｄモード画像上に計測対象位置等を指定して診断パラメータの計測が行われていた。
【０００７】
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　これに対し、近年では、リアルタイムに取得したドプラスペクトラムデータから各種診
断パラメータを自動計測する超音波診断装置が提案されている。
【０００８】
　例えば、特許文献１には、各種診断パラメータをリアルタイムに取得したドプラスペク
トラムデータから時間毎の最高流速点や平均流速点を繋いでトレース波形を生成し、トレ
ース波形を用いて各種診断パラメータを自動計測する技術が提案されている。
【０００９】
　また、特許文献２には、リアルタイムに取得したドプラスペクトラムデータに基づくト
レース波形を用いて各種診断パラメータ自動計測し、Ｄモード画像をリアルタイム又はフ
リーズさせて表示するときに診断パラメータが計測されたＤモード画像上の範囲を強調表
示する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００３－２８４７１８号公報
【特許文献２】特開２００５－８１０８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところが、血流に関する各種診断パラメータの計測では、リアルタイムに取得したドプ
ラスペクトラムデータに基づくＤモード画像の表示を一旦フリーズさせた後に、各種診断
パラメータの計測を行う場合がある。このような場合には、従来は、上述のとおり、操作
者が表示されたＤモード画像を見ながらマニュアル操作によりＤモード画像上に計測対象
位置等を指定して診断パラメータの計測を行う必要があり、操作が煩雑であった。
【００１２】
　また、過去に取得したドプラスペクトラムデータに基づきＤモード画像をシネ再生させ
て各種診断パラメータの計測を行う場合にも、同様に、操作者が表示されたＤモード画像
を見ながらマニュアル操作で計測する必要があり操作が煩雑であった。
【００１３】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、Ｄモード画像をフリーズさせた場合や、
過去の心拍におけるＤモード画像をシネ再生させた場合に、簡便な操作で各種診断パラメ
ータの計測をすることができる超音波診断装置、超音波診断装置の制御方法および超音波
診断装置の制御器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る超音波診断装置は、複数心拍分のド
プラスペクトラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続可能に構成された
超音波診断装置であって、使用者からの操作入力を受け付ける操作入力部と、前記記録媒
体から前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラムデータの時間
軸上の一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモード画像の一
部又は全部を前記表示器に表示させる画像制御部と、前記Ｄモード画像が表す複数の心拍
区間を前記トレース波形に基づき検出し、所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計
測対象心拍区間として選択する心拍区間選択部と、前記計測対象心拍区間に含まれる前記
トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測する計測部とを備え、前記操作入力部
に、前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、前記画像制御部は、
前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を異
ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示器に表示されるＤモー
ド画像が表す心拍区間を変更し、前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示される変更後
のＤモード画像が表す複数の心拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検出
し、前記所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選択
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し、前記計測部は、前記新たに選択された計測対象心拍区間に含まれる前記新たに生成さ
れたトレース波形に基づき診断パラメータを計測することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断装置の制御方法は、複数心拍分のドプラスペク
トラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続可能に構成された超音波診断
装置の制御方法であって、被検体内に向けて超音波を送受信させて得た受信信号に基づき
複数心拍分のドプラスペクトラムデータを生成するステップと、使用者からの操作入力を
受け付けるステップと、前記ドプラスペクトラムデータを記録するステップと、記録した
前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラムデータの時間軸上の
一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモード画像を前記表示
器に表示させるステップと、前記Ｄモード画像が表す複数の心拍区間を検出し、所定の選
択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として選択するステップと、前記計
測対象心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測するス
テップとを有し、さらに、使用者から前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力
されたとき、前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時間軸上の
一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示器に表示
されるＤモード画像が表す心拍区間を変更するステップと、前記表示器に表示された変更
後のＤモード画像が表す複数の心拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検
出し、前記所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選
択するステップと、前記計測部は、新たに選択された前記計測対象心拍区間に含まれる前
記新たに生成されたトレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測するステップと
を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、上記構成によって、Ｄモード画像をフリーズさせた場合や、過去の心拍にお
けるＤモード画像をシネ再生させた場合であっても、簡便な操作で各種診断パラメータの
計測することができる。それゆえ、各種診断パラメータの計測に際し、操作者が各種設定
をする手間を省略することができ、診断の効率化が図れる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施の形態に係る超音波診断装置１００の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態に係る超音波診断装置１００において、リアルタイム表示中にＤモー
ド画像をフリーズさせた場合の各種診断パラメータの計測動作を示すフローチャートであ
る。
【図３】実施の形態に係る超音波診断装置１００において、Ｄモード画像を変更する操作
入力がされなかった場合に、表示器に表示するＤモード画像の一例を示す概略図である。
【図４】実施の形態に係る超音波診断装置１００において、Ｄモード画像を変更する操作
入力がされた場合に、表示器に表示するＤモード画像の一例を示す概略図である。
【図５】実施の形態に係る超音波診断装置１００において、シネ再生中のＤモード画像に
おける各種診断パラメータの計測動作を示すフローチャートである。
【図６】実施の形態に係る超音波診断装置１００の変形例１におけるＤモード画像の一例
を示す概略図である。
【図７】実施の形態に係る超音波診断装置１００の変形例２におけるＤモード画像の一例
を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、実施の形態に係る超音波診断装置、超音波診断装置の制御方法および超音波診断
装置の制御器について、図面を参照しながら説明する。
≪本発明を実施するための形態の概要≫
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る超音波診断装置は、複数心拍分のド
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プラスペクトラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続可能に構成された
超音波診断装置であって、使用者からの操作入力を受け付ける操作入力部と、前記記録媒
体から前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラムデータの時間
軸上の一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモード画像の一
部又は全部を前記表示器に表示させる画像制御部と、前記Ｄモード画像が表す複数の心拍
区間を前記トレース波形に基づき検出し、所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計
測対象心拍区間として選択する心拍区間選択部と、前記計測対象心拍区間に含まれる前記
トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測する計測部とを備え、前記操作入力部
に、前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、前記画像制御部は、
前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を異
ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示器に表示されるＤモー
ド画像が表す心拍区間を変更し、前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示される変更後
のＤモード画像が表す複数の心拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検出
し、前記所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選択
し、前記計測部は、前記新たに選択された計測対象心拍区間に含まれる前記新たに生成さ
れたトレース波形に基づき診断パラメータを計測することを特徴とする。
【００１９】
　また、別の態様では、前記所定の選択基準は、前記表示器に表示されたＤモード画像が
表す複数の心拍区間のうち、時間的に最も新しい心拍区間を計測対象心拍区間として選択
するものである構成であってもよい。
【００２０】
　また、別の態様では、前記時間的に最も新しい心拍区間は、前記表示器に表示されたＤ
モード画像が表す複数の隣接する心拡張末期間の時間間隔のうち、時間的に最も新しい時
間間隔である構成であってもよい。
【００２１】
　また、別の態様では、前記所定の選択基準は、前記表示器に表示されたＤモード画像に
含まれる複数の心拍区間のうち、時間的に最も古い心拍区間を計測対象心拍区間として選
択するものである構成であってもよい。
【００２２】
　また、別の態様では、前記時間的に最も古い心拍区間は、前記表示器に表示されたＤモ
ード画像が表す複数の隣接する心拡張末期間の時間間隔のうち、時間的に最も古い時間間
隔である構成であってもよい。
【００２３】
　また、別の態様では、前記所定の選択基準が、前記表示器に表示されたＤモード画像に
含まれる複数の心拍区間から使用者が指定する心拍区間を計測対象心拍区間として選択す
るものである場合には、前記操作入力部は、前記表示器に表示されたＤモード画像上に計
測対象範囲を指定する操作入力を受け付け、前記画像制御部は、前記計測対象範囲を表示
器に表示し、前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる複
数の心拍区間のうち、前記計測対象範囲内に含まれる心拍区間を計測対象心拍区間として
選択する構成であってもよい。
【００２４】
　また、別の態様では、前記所定の選択基準が、前記表示器に表示されたＤモード画像に
含まれる全ての心拍区間に含まれる前記トレース波形から得られるＰＳＶ、ＰＳＶの絶対
値、ＲＩ、ＰＩ、およびトレース波形の信頼度から選ばれる１つに基づき前記所定の心拍
区間を選択するものである場合には、前記計測部は、前記表示器に表示されたＤモード画
像に含まれる全ての心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき、前記一つのパラメー
タを計測し、前記心拍区間選択部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる全
ての心拍区間のうち、前記一つのパラメータが最も適切な値である心拍区間を計測対象心
拍区間として選択する構成であってもよい。
【００２５】
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　また、別の態様では、前記制御部は、前記表示器に表示されたＤモード画像に含まれる
複数の心拍区間のうち、前記計測対象心拍区間を残余の心拍区間とは異なる態様にて表示
する構成であってもよい。
【００２６】
　また、別の態様では、前記心拍区間選択部は、前記トレース波形に含まれる複数の心拡
張末期を検出し、連続する２つの前記心拡張末期間の時間間隔を１心拍区間として規定す
ることにより、前記複数の心拍区間を検出する構成であってもよい。
【００２７】
　また、別の態様では、前記診断パラメータは、ＰＳＶ、ＥＤＶ、ＴＡＭＶ、ＲＩ、ＰＩ
から選ばれる少なくとも１つである構成であってもよい。
【００２８】
　また、別の態様では、前記操作入力部に、前記表示器に表示されているＤモード画像の
フリーズを指示する操作入力が入力されたとき、前記画像制御部は、前記フリーズが行わ
れた時点で前記表示器に表示されているＤモード画像の表示を継続し、前記心拍区間選択
部は、前記表示器に表示されているＤモード画像に基づき、前記所定の選択基準に基づき
１以上の心拍区間を前記計測対象心拍区間として選択する構成であってもよい。
【００２９】
　また、別の態様では、被検体内に向けて超音波を送受信させて得た受信信号に基づき複
数心拍分のドプラスペクトラムデータを生成し前記記録媒体に出力するＤモードデータ生
成部をさらに備えた構成であってもよい。
【００３０】
　また、別の態様では、前記計測部は前記診断パラメータの計測結果を前記画像制御部に
出力し、前記画像制御部は、前記計測結果を前記表示器に表示させる構成であってもよい
。
【００３１】
　また、別の態様では、被検体内に血管に向けて超音波を送受信して得た複数心拍分の受
信信号が記録された記録媒体と、表示器とが各々接続可能に構成された超音波診断装置で
あって、使用者からの操作入力を受け付ける操作入力部と、前記記録媒体から前記受信信
号を読み出し、当該受信信号に基づき前記操作入力部から入力されたサンプルゲートが示
す前記受信信号の範囲について複数心拍分のドプラスペクトラムデータを生成し、当該ド
プラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を
生成し、前記Ｄモード画像を前記表示器に表示させる画像制御部と、前記Ｄモード画像が
表す複数の心拍区間を前記トレース波形に基づき検出し、所定の選択基準に基づき１以上
の心拍区間を計測対象心拍区間として選択する心拍区間選択部と、前記計測対象心拍区間
に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測する計測部とを備え、
前記操作入力部に、前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力されたとき、前記
画像制御部は、前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時間軸上
の一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示器に表
示されるＤモード画像が表す心拍区間を変更し、前記心拍区間選択部は、前記表示器に表
示された変更後のＤモード画像が表す複数の心拍区間を前記新たに生成されたトレース波
形に基づき検出し、前記所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間と
して新たに選択し、前記計測部は、新たに選択された前記計測対象心拍区間に含まれる前
記新たに生成されたトレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測する構成であって
もよい。
【００３２】
　また、本発明の一態様に係る超音波診断装置の制御方法は、複数心拍分のドプラスペク
トラムデータが記録された記録媒体と、表示器とが各々接続可能に構成された超音波診断
装置の制御方法であって、被検体内に向けて超音波を送受信させて得た受信信号に基づき
複数心拍分のドプラスペクトラムデータを生成するステップと、使用者からの操作入力を
受け付けるステップと、前記ドプラスペクトラムデータを記録するステップと、記録した
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前記ドプラスペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラムデータの時間軸上の
一部範囲に基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、前記Ｄモード画像を前記表示
器に表示させるステップと、前記Ｄモード画像が表す複数の心拍区間を検出し、所定の選
択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として選択するステップと、前記計
測対象心拍区間に含まれる前記トレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測するス
テップとを有し、さらに、使用者から前記Ｄモード画像の変更を指示する操作入力が入力
されたとき、前記操作入力の内容に応じて、前記ドプラスペクトラムデータの時間軸上の
一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形を新たに生成して前記表示器に表示
されるＤモード画像が表す心拍区間を変更するステップと、前記表示器に表示された変更
後のＤモード画像が表す複数の心拍区間を前記新たに生成されたトレース波形に基づき検
出し、前記所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として新たに選
択するステップと、前記計測部は、新たに選択された前記計測対象心拍区間に含まれる前
記新たに生成されたトレース波形に基づき所定の診断パラメータを計測するステップと
を行うことを特徴とする。
≪実施の形態≫
　以下、実施の形態に係る超音波診断装置１００、超音波診断装置１００の制御方法およ
び超音波診断装置１００の制御器１について、図面を参照しながら説明する。
＜構成について＞
　図１は、実施の形態に係る超音波診断装置１００の機能構成を示すブロック図である。
【００３３】
　図１に示すように、超音波診断装置１００は、操作入力部２と制御器１を備える。制御
器１に含まれる各ブロックについては後述する。また、超音波診断装置１００は、被験体
に対して超音波を送受信する超音波探触子１０１および表示器１０２と接続可能に構成さ
れている。図１は、超音波診断装置１００に超音波探触子１０１と表示器１０２とが各々
接続された状態を示している。
【００３４】
　（超音波探触子１０１）
　超音波探触子１０１は、複数の圧電変換素子が多数配列された振動子列を有する。超音
波探触子１０１は、後述の送受信処理部３から供給されたパルス状または連続波の電気信
号である送信信号をパルス状または連続波の超音波に変換し、振動子列を被検体の皮膚表
面に接触させた状態で被検体の皮膚表面から血管を含む被検体内部の組織に向けて超音波
ビームを照射する。そして、超音波探触子１０１は、被検体からの反射超音波である超音
波エコー信号を受信し、複数の圧電変換素子によりエコー信号を電気信号に変換して、こ
の電気信号を送受信処理部３に供給する。これにより、送受信処理部３は、血管のＢモー
ド画像及びＤモード画像を生成するための受信信号を取得する。
【００３５】
　（操作入力部２）
　操作入力部２は、操作者からの超音波診断装置１００に対する各種設定・操作等の各種
操作入力を受け付け、制御部１２に出力する。
【００３６】
　操作入力部２は、例えば、表示器１０２と一体として構成されたタッチパネルであって
もよい。この場合、表示器１０２に表示された操作キーに対してタッチ操作やドラッグ操
作を行うことで超音波診断装置１００の各種設定・操作を行うことができ、超音波診断装
置１００がこのタッチパネルにより操作可能に構成される。また、操作入力部２は、例え
ば、各種操作用のキーを有するキーボードや、各種操作用のボタン、レバー等を有する操
作パネルであってもよい。また、表示器１０２に表示されるカーソル表示を動かすための
トラックボール、マウスまたはフラットパッド等であってもよい。または、これらを複数
用いてもよく、これらを複数組合せた構成のものであってもよい。
【００３７】
　（制御器１）
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　制御器１は、操作入力部２からの操作入力に基づき超音波診断装置１００の動作を制御
する。制御器１は、送受信処理部３、Ｂモードデータ生成部４、Ｄモードデータ生成部５
、記録媒体であるシネ記録部６を備える。また、シネ再生部７、表示処理部８、トレース
波形生成部９を有する画像制御部１３を備える。さらに、心拍区間選択部１０および計測
部１１を備える。それぞれのブロックは制御部１２によって制御されている。送受信処理
部３は超音波探触子１０１と、表示処理部８は表示器１０２と、各々接続された構成とな
っている。以降、各ブロックの構成について説明する。
【００３８】
　（送受信処理部３）
　送受信処理部３は、超音波探触子１０１に超音波ビームを送信させる送信処理と、超音
波探触子１０１が受信した反射超音波に基づく受信信号を生成する受信処理とを行う。す
なわち、送受信処理部３は、超音波探触子１０１から超音波ビームを送信させるための送
信制御信号を生成し、この送信制御信号に基づき超音波探触子１０１に対し、所定のタイ
ミングで発生する高圧の送信電気信号を供給することで、超音波探触子１０１に備えた圧
電変換素子を駆動させる処理を行う（以下、この処理を「送信処理」とする）。この送信
処理により、超音波探触子１０１は、送信電気信号を超音波へと変換し、被計測物である
被検体に向けて超音波ビームを照射する。
【００３９】
　また、送受信処理部３は、超音波探触子１０１が被検体からの反射超音波を変換した受
信電気信号を増幅してＡ／Ｄ変換を行う受信信号の生成処理を行う（以下、この処理を「
受信処理」とする）。この受信信号は、例えば、振動子列に沿った方向と振動子列から離
れる被検体内の深さ方向からなる複数の信号からなり、各信号は反射超音波の振幅に応じ
て変換された電気信号をＡ／Ｄ変換したデジタル信号である。この受信信号は、Ｂモード
データ生成部４およびＤモードデータ生成部５へ供給される。
【００４０】
　（Ｂモードデータ生成部４）
　Ｂモードデータ生成部４は、受信信号から生体内の断層画像を表すＢモード画像のソー
スデータとなるＢモードフレームデータを構築する。Ｂモードデータ生成部４は、例えば
、特開２００５－４０５９８号公報等に記載された公知の超音波診断装置と同様の構成を
用いることができる。
【００４１】
　具体的には、Ｂモードデータ生成部４は、受信信号の振幅を解析して、受信信号を振幅
に応じた輝度信号へと変換する。そして、振動子列に沿った方向と振動子列から離れる深
さ方向からなる１フレーム分の受信信号に基づく輝度信号から１フレーム分のＢモードフ
レームデータを構築する。そして、時間的に連続した一定時間内に得られた受信信号に基
づき複数のフレームからなるＢモードフレームデータを構築する。構築したＢモードフレ
ームデータは、シネ記録部６および表示処理部８へ出力される。このＢモードフレームデ
ータは、受信信号と同様に超音波探触子１０１のスキャン面に対応した極座標に対応する
信号である。
【００４２】
　（Ｄモードデータ生成部５）
　Ｄモードデータ生成部５は、受信信号から生体内の血流の時間変化を表示するＤモード
画像のソースデータとなるドプラスペクトラムデータを生成する。Ｄモードデータ生成部
５は、例えば、特開２００５－４０５９８号公報等に記載された公知の超音波診断装置と
同様の構成を用いることができる。
【００４３】
　具体的には、Ｄモードデータ生成部５は、操作入力部２から入力されたＢモード画像上
の所望の位置に設定されたサンプルゲートが示す範囲に対応する受信信号に対し、圧電変
換素子の共振周波数と略同一の周波数の基準信号を用いて直交検波を行う。そして、得ら
れたドプラ信号をＦＦＴにより周波数分析することによってドプラスペクトラムデータを
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生成する。ドプラスペクトラムデータは、時間的に連続した一定時間内に得られた受信信
号に基づきドプラスペクトラムデータを生成する。したがって、通常、複数心拍に相当す
る時間から得た受信信号に基づきドプラスペクトラムデータを生成する。そして、ドプラ
スペクトラムデータは、シネ記録部６に出力されシネ記録部６に保存される。また、表示
処理部８へ供給され、後述するように逐次Ｄモード画像が生成され表示器１０２に表示さ
れる。
【００４４】
　ここで、Ｂモード画像上に設定するサンプルゲートの数は、単数であっても複数であっ
てもよい。複数の場合、サンプルゲートの数に応じた数のドプラスペクトラムデータが生
成される。また、サンプルゲートが示す範囲の大きさは、操作者が変更することができる
構成であってもよい。
【００４５】
　（シネ記録部６）
　シネ記録部６は、構築したＢモードフレームデータ、それに対応するドプラスペクトラ
ムデータを逐次記録する記録媒体である。シネ記録部６は、Ｂモードフレームデータと、
それに対応するドプラスペクトラムデータとを関連付けて逐次記録する構成であってもよ
い。時間的に連続した一定時間内に得られた受信信号に基づき構築された複数フレームか
らなるＢモードフレームデータが、Ｂモードフレームデータの一単位を構成する。時間的
に連続した一定時間内に得られた受信信号に基づき構築されたドプラスペクトラムデータ
が、ドプラスペクトラムデータの一単位を構成する。
【００４６】
　そして、シネ記録部６は、操作者による操作入力部２からの操作入力に基づき、Ｂモー
ドフレームデータ、それに対応するドプラスペクトラムデータをシネ再生部７に供給する
。
【００４７】
　（シネ再生部７）
　シネ再生部７は、操作入力部２からの操作入力に基づく後述する制御部１２の指令を介
してシネ記録部６に記録されているＢモードフレームデータおよびそれに対応するドプラ
スペクトラムデータの再生処理を行う。この再生処理において、シネ再生部７は、シネ記
録部６に記録されているＢモードフレームデータおよびそれに対応するドプラスペクトラ
ムデータを読み出して、表示処理部８に出力する。このとき、操作者は操作入力部２を操
作して、後述する表示処理部８で表示処理されて表示器１０２に表示されるＤモード画像
を、通常の速さで再生する通常再生処理、早送りする早送処理、および巻き戻しする巻き
戻し処理を行うことができる。
【００４８】
　また、シネ再生部７は、同時に、再生処理の対象となったドプラスペクトラムデータを
トレース波形生成部９に供給する。
【００４９】
　（表示処理部８）
　表示処理部８は、Ｂモードフレームデータに基づきＢモード画像を生成し、ドプラスペ
クトラムデータに基づきＤモード画像を生成して、各々を表示器１０２に表示させる処理
を行う。
【００５０】
　Ｂモード画像とは、表示器１０２の表示画面に表示される１フレームの画像を指す。
【００５１】
　また、Ｄモード画像とは、表示器１０２の表示画面に表示される１フレームの画像を指
す。
【００５２】
　さらに、後述するトレース波形生成部９により生成されたトレース波形を示す画像を表
示器１０２に表示させる。また、計測部１１においてトレース波形に基づき計測された各
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種診断のパラメータの計測結果を表示器１０２に表示させる。
【００５３】
　Ｂモード画像の表示では、表示処理部８は、主にＢモードフレームデータの各々の輝度
信号を直交座標系に対応するように座標変換することでＢモード画像を生成する。そして
、表示処理部８は、生成したＢモード画像を表示器１０２に出力し表示器１０２には係る
Ｂモード画像が表示される。
【００５４】
　Ｄモード画像の表示では、表示処理部８はドプラスペクトラムデータを、例えば、横軸
に時間（ｔ）、縦軸に周波数に対応する流速（Ｖ）、各流速（周波数）成分の強さ（パワ
ー）を輝度（階調）としてプロットして時間的に連続したＤモード画像データを生成する
。そして、表示処理部８は、生成したＤモード画像を表示器１０２に出力し表示器１０２
には係るＤモード画像が表示される。
【００５５】
　送受信処理部３における送受信処理に並行して取得した受信信号に基づく画像を表示器
１０２に表示させる場合（以後、「リアルタイム表示」とする）、表示処理部８はＢモー
ドデータ生成部からＢモードフレームデータを取得する。また、Ｄモードデータ生成部か
らドプラスペクトラムデータを取得する。リアルタイム表示において、表示処理部８は、
Ｄモード画像を表示させる場合、対応するＢモード画像およびそのＢモード画像上に設定
したサンプルゲートの位置を示す画像（以下、「サンプルゲート画像」とする）を同時に
表示させることができる。
【００５６】
　他方、シネ記録部６に保存されたＢモードフレームデータおよびドプラスペクトラムデ
ータを表示するシネ再生処理を行う場合には、表示処理部８はシネ再生部７からＢモード
フレームデータおよびドプラスペクトラムデータを取得する。シネ再生処理を行う場合も
同様に、Ｄモード画像と併せてＢモード画像および後述するサンプルゲート画像を同時に
表示させることができる。
【００５７】
　また、Ｄモード画像をリアルタイム表示中に、操作者が所望のタイミングで操作入力部
２に表示中のＤモード画像をフリーズさせるための操作（以後、「フリーズ操作」とする
）をした場合に、表示処理部８はフリーズ操作が行われた時点におけるＤモード画像を継
続して表示する動作であるフリーズ処理を行う。
【００５８】
　リアルタイム表示中にフリーズ操作が行われた場合、表示処理部８はＢモードフレーム
データ生成部から取得していたＢモードフレームデータを、フリーズ操作以後はシネ再生
部７から取得するよう切り替える。そして、その後はシネ再生部７から取得したＢモード
フレームデータに基づきＢモード画像を生成して表示器１０２に表示させる。
【００５９】
　同様に、Ｄモードデータ生成部から取得していたドプラスペクトラムデータを、フリー
ズ操作以後に、シネ再生部７から取得するよう切り替える。そして、その後はシネ再生部
７から取得したドプラスペクトラムデータに基づきＤモード画像を生成して表示器１０２
に表示させる。
【００６０】
　（トレース波形生成部９）
　トレース波形生成部９は、リアルタイム表示したＤモード画像をフリーズさせたときや
、ドプラスペクトラムデータをシネ再生させてＤモード画像を表示したときに、シネ再生
部７からドプラスペクトラムデータを取得してドプラスペクトラムデータのトレース波形
を生成する。トレース波形は、表示処理部８における表示器１０２の表示画面に同時に表
示されるＤモード画像のベースとなったドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲
に基づき生成され、時間経過に応じて表示処理部８での新たなＤモード画像生成に同期す
るように新たなトレース波形が逐次生成される。
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【００６１】
　このトレース波形は、例えば、ドプラスペクトラムデータにおける時間毎の最高流速を
あらわす点や平均流速をあらわす点をドプラスペクトラムデータから抽出して繋いでいく
ことにより生成される。例えば、特開２００３－２８４７１８号公報、又は特開２００５
－８１０８１号公報等に記載された公知の方法を用いることができる。そして、生成され
たトレース波形は、心拍区間選択部１０に出力される。
【００６２】
　（心拍区間選択部１０）
　心拍区間選択部１０は、表示器１０２に表示されたＤモード画像が表す複数の心拍区間
をトレース波形に基づき検出し、所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心
拍区間として選択する。すなわち、心拍区間選択部１０は、表示器１０２の表示対象とな
るＤモード画像のトレース波形から、各心拍の心拡張末期を検出する。そして、トレース
波形に含まれる複数の心拡張末期に対し、連続した２つの心拡張末期間の時間間隔を１心
拍区間として規定することにより複数の心拍区間を検出する。心拍区間選択部１０は、表
示器１０２に同時に表示されるＤモード画像のトレース波形の全体に対して心拍区間の検
出を行い、当該トレース波形に含まれる複数の心拍区間の全てを検出する。
【００６３】
　具体的には、一例として、心拍区間選択部１０は、表示器１０２の表示対象となるＤモ
ード画像のトレース波形から、時間的に最も古い心拡張末期を第１の心拡張末期として検
出し、第１の心拡張末期の直後のタイミングを起点とし、その起点から時間的に続く次の
心拡張末期（第２の心拡張末期）までの時間間隔を１心拍として設定する。さらに、第２
の心拡張末期の直後のタイミングを起点とし、その起点から時間的に続く次の心拡張末期
（第３の心拡張末期）までの時間間隔を１心拍として設定する。そして、このような１心
拍を設定する処理を、表示器１０２の表示対象となるＤモード画像のトレース波形から時
間的に最も新しい心拡張末期を検出するまで行い、表示器１０２の表示対象となるトレー
ス波形に含まれる心拡張末期の全てに対し、連続した２つの心拡張末期間の時間間隔を１
心拍区間として規定する。
【００６４】
　心拍区間選択部１０は、各心拍区間のうち、心拍区間選択部１０に予め設定された選択
基準を満たす心拍区間を計測部１１における計測対象心拍区間として選択する。選択基準
としては、例えば、表示器１０２に同時に表示されるＤモード画像のトレース波形に含ま
れる複数の心拍区間のうち、時間的に最も新しい心拍区間を選択するもの、時間的に最も
古い心拍区間を選択するもの、又は、時間的に最も新しい心拍区間と時間的に最も古い心
拍区間との中間に位置する心拍区間を選択するもの等を、設定しておくことができる。あ
るいは、これらの選択基準を表示器１０２に表示し、操作入力部２への操作者からの操作
入力を通して選択基準を選ぶようにしてもよい。
【００６５】
　なお、心拍区間選択部１０で選択される心拍区間は、必ずしも１心拍区間である必要は
なく、２以上の時間的に連続する心拍を選択する構成であってもよい。
【００６６】
　そして、心拍区間選択部１０は、選択基準に基づき選択した計測対象心拍区間に含まれ
るトレース波形を計測部１１に出力する。
【００６７】
　（計測部１１）
　計測部１１は、計測対象心拍区間内のトレース波形に基づき各種診断パラメータの計測
を行う。
【００６８】
　各種診断パラメータには、例えば、ＰＳＶ（Ｐｅａｋ　Ｓｙｓｔｏｌｉｃ　Ｖｅｌｏｃ
ｉｔｙ）、ＥＤＶ（Ｅｎｄ　Ｄｉａｓｔｏｌｉｃ　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ）、ＴＡＭＶ（Ｔｉ
ｍｅ　Ａｖｅｒａｇｅ　Ｍａｘｉｍｕｍ　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ）、ＲＩ（Ｒｅｓｉｓｔａｎ
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ｃｅ　Ｉｎｄｅｘ）、ＰＩ（Ｐｕｌｓａｔｉｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘ）等を挙げることがで
きる。ＰＳＶ、ＥＤＶ、ＲＩ、ＰＩを計測することにより、血管の狭窄を判定することが
できる。しかしながら、計測部１１において計測する各種診断パラメータに必ずしも上記
に限られず、上記以外の他のパラメータを計測してもよい。
【００６９】
　計測部１１は、トレース波形に基づき計測した各種診断のパラメータの計測結果を表示
処理部８に出力する。
【００７０】
　（制御部１２）
　制御部１２は、操作入力部２からの指令に基づき、制御器１内の各ブロックを制御する
。制御部１２にはＣＰＵ等のプロセッサを用いることができる。
【００７１】
　＜動作について＞
　以上の構成からなる超音波診断装置１００の動作をフローチャートを用いて説明する。
【００７２】
　（リアルタイム表示中のＤモード画像をフリーズさせたときの各種診断パラメータ計測
について）
　リアルタイム表示中にＤモード画像をフリーズさせたときの、各種診断パラメータの計
測動作について説明する。図２は、実施の形態に係る超音波診断装置１００において、リ
アルタイム表示中にＤモード画像をフリーズさせた場合の各種診断パラメータの計測動作
を示すフローチャートである。超音波診断装置１００における制御方法を、操作者による
操作入力を含めて示したフローチャートである。
【００７３】
　[ステップ１（Ｓ００１）]
　ステップ１（Ｓ００１）は、送受信処理部３が、超音波探触子１０１に対して超音波の
送信処理および受信処理を行うステップである。
【００７４】
　このとき、送受信処理部３が超音波探触子１０１に対して送信処理を行っている状態、
すなわち、超音波探触子１０１を駆動している状態である。操作者は、この状態で被検体
の皮膚表面に超音波探触子１０１を当接させる。これにより、超音波探触子１０１から被
検体内部に向けて超音波ビームが送信される。そして、被検体内部で反射された反射超音
波を複数の圧電変換素子で受信して電気信号へと変換し、送受信処理部３がその電気信号
を受けて受信信号を生成する。
【００７５】
　[ステップ２（Ｓ００２）]
　ステップ２（Ｓ００２）は、表示器１０２にＢモード画像を表示するステップである。
【００７６】
　Ｂモードデータ生成部４は、送受信処理部３で生成した受信信号に対し、主に受信信号
の振幅を解析してＢモードフレームデータを生成する。このとき、上述のとおり、Ｂモー
ド画像は１フレームのＢモードフレームデータから生成され、時間経過に応じて新たなＢ
モード画像が逐次生成される。そして、表示処理部８は、ＢモードフレームデータをＢモ
ード画像データに変換して、Ｂモード画像を表示器１０２の表示画面中のＢモード用画像
用表示領域に表示させる。
【００７７】
　[ステップ３（Ｓ００３）] 
　ステップ３（Ｓ００３）は、操作者が表示器１０２に表示されたＢモード画像に基づき
サンプルゲートを設定し、そのサンプルゲートに基づくドプラスペクトラムデータを生成
するステップである。
【００７８】
　まず、表示処理部８は、表示器１０２に表示されているＢモード画像上の所定の初期位
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置にサンプルゲートの位置を示すサンプルゲート画像を重畳表示する処理を行う。操作者
は、例えば、操作入力部２のサンプルゲート設定用の操作キーを操作する。操作者は、操
作入力部２を操作することにより、サンプルゲート画像をＢモード画像上の所望の位置に
移動させ、その位置にサンプルゲートが設定する。Ｂモード画像上の所望の位置のサンプ
ルゲートが設定されると、Ｄモードデータ生成部５は、サンプルゲートが示す範囲に対応
する受信信号に対し、圧電変換素子の共振周波数と略同一周波数の基準信号を用いて直交
検波し、ＦＦＴにより周波数分析することでドプラスペクトラムデータを構築する。ドプ
ラスペクトラムデータは、上述のとおり、複数心拍に相当するような時間的に連続した一
定時間内に得られた受信信号に基づき生成される。
【００７９】
　[ステップ４（Ｓ００４）] 
　ステップ４（Ｓ００４）は、Ｂモードフレームデータおよびそれに対応するドプラスペ
クトラムデータを逐次記録するステップである。シネ記録部６は、Ｂモードフレームデー
タおよびそれに対応するドプラスペクトラムデータを関連付けた上で各々を逐次記録する
。このとき、上述のとおり、時間的に連続した一定時間内に得られた受信信号に基づき構
築された複数フレームからなるＢモードフレームデータがＢモードフレームデータの一単
位を構成し、同様に、時間的に連続した一定時間内に得られた受信信号に基づき構築され
たドプラスペクトラムデータがドプラスペクトラムデータの一単位を構成する。
【００８０】
　[ステップ５（Ｓ００５）] 
　ステップ５（Ｓ００５）は、Ｂモード画像およびＤモード画像を表示器１０２に表示す
るステップである。
【００８１】
　操作者が、操作入力部２の、例えば、Ｄモード画像表示用の操作キーを操作すると、表
示処理部８は、表示画面中のＢモード画像用表示領域を、例えば、上下（又は左右）に二
分割し、上側をＢモード画像用表示領域、下側をＤモード画像用表示領域として設定する
。そして、表示処理部８は、Ｂモードデータ生成部４およびＤモードデータ生成部５から
逐次供給されるＢモードフレームデータおよびそれに対応するドプラスペクトラムデータ
からＢモード画像およびＤモード画像を各々生成する。そして、表示処理部８は、表示画
面中のそれぞれの表示領域にＢモード画像およびＤモード画像を割り当て、表示器１０２
にＢモード画像およびＤモード画像を表示させる。
【００８２】
　これにより、表示器１０２には、横軸に時間（ｔ）、縦軸に周波数に対応する流速（Ｖ
）、各流速（周波数）成分のパワー（強さ）を輝度（階調）とし生成し、時間的に連続し
たドプラスペクトラムデータを複数心拍分スペクトル表示したＤモード画像が表示され、
その複数心拍分毎のドプラスペクトラムデータが逐次更新されるごとに新たなＤモード画
像が逐次生成され表示される。
【００８３】
　また、同様に表示器１０２には、Ｄモード画像として表示させるドプラスペクトラムデ
ータに対応するＢモード画像も表示される。
【００８４】
　[ステップ６（Ｓ００６）] 
　ステップ６（Ｓ００６）は、Ｄモード画像のフリーズ操作を行うステップである。
【００８５】
　操作者は、表示器１０２に表示されたＤモード画像を見ながら、所望のタイミングで操
作入力部２の例えばフリーズ用操作キーを操作してフリーズ操作を指示する。そうすると
、表示処理部８が、複数心拍分毎に逐次更新して表示されていたＤモード画像をフリーズ
（画像の更新の停止）する。すなわち、Ｄモード画像をリアルタイム表示中に、フリーズ
操作をした場合（図２中の「Ｙｅｓ」の場合）に、表示処理部８はフリーズ操作が行われ
た時点のＤモード画像を継続して表示するフリーズ処理を行い、ステップ７（Ｓ００７）
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に進む。
【００８６】
　一方、フリーズ操作がされない場合は（図２中の「Ｎｏ」の場合）、ステップ３（Ｓ０
０３）に戻り、ステップ３（Ｓ００３）、ステップ４（Ｓ００４）、ステップ５（Ｓ００
５）の各ステップの処理を行う。
【００８７】
　[ステップ７（Ｓ００７）] 
　ステップ７（Ｓ００７）は、フリーズ操作に伴い、シネ再生部７がシネ記録部６からフ
リーズ処理が行われた時点のＢモードフレームデータ及びそれに対応するドプラスペクト
ラムデータを読み出して表示処理部８に出力し、表示処理部８がＢモード画像およびＤモ
ード画像を表示器１０２に表示するステップである。すなわち、上述のとおり、リアルタ
イム表示中にフリーズ操作が行われた場合、表示処理部８はＢモードフレームデータ生成
部から取得していたＢモードフレームデータをシネ再生部７から取得するよう切り替え、
その後シネ再生部７から取得したＢモードフレームデータに基づきＢモード画像を生成し
て表示器１０２に表示させる。同様に、Ｄモードデータ生成部から取得していたドプラス
ペクトラムデータを、フリーズ操作以後はシネ再生部７から取得するよう切り替え、その
後シネ再生部７から取得したドプラスペクトラムデータに基づきＤモード画像を生成して
表示器１０２に表示させる。
【００８８】
　[ステップ８（Ｓ００８）]
　ステップ８（Ｓ００８）は、制御部１２が、操作入力部２に操作者から表示中のＤモー
ド画像の変更を指示する操作入力がされたか否かを判定するステップである。表示中のＤ
モード画像の変更とは、時間的に連続した複数心拍分のされたドプラスペクトラムデータ
のスペクトル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って移動させることをさす。
【００８９】
　操作入力部２は、上述のとおり、例えば、表示器１０２と一体として構成されたタッチ
パネルであってもよい。この場合、表示器１０２に表示された操作キーに対してタッチ操
作やドラッグ操作を行うことで、ドプラスペクトラムデータのスペクトル表示を移動させ
ることができる。また、操作入力部２は、例えば、表示器１０２に表示されるカーソル表
示を動かすためのトラックボール、マウスまたはフラットパッド等であっても、カーソル
によってスペクトル表示の位置を指定してドラッグ操作を行うことで、ドプラスペクトラ
ムデータのスペクトル表示を移動させることができる。
【００９０】
　制御部１２は、操作入力部２に操作者から、例えば２から３秒等の一定時間内に、上記
のような表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされたか否かを判定する。
【００９１】
　（Ａ－１）一定時間内に表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされた場合
　一定時間内に表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされた場合（図２中の
「Ｙｅｓ」の場合）には、ステップ７に移行する。
【００９２】
　上述のとおり、ステップ６における、フリーズ処理が行われた時点のＢモードフレーム
データ及びそれに対応するドプラスペクトラムデータに基づき生成されたＢモード画像お
よびＤモード画像が、表示器１０２に表示されている。したがって、操作者は、はじめに
表示中のドプラスペクトラムデータのスペクトル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って戻す
方向に移動させる。その後、ドプラスペクトラムデータのスペクトル表示を、横軸の時間
（ｔ）に沿って進める方向に移動させ、フリーズ処理が行われた時点に戻すことができる
。このように、操作者は、一定時間内に表示させるドプラスペクトラムデータのスペクト
ル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って前後方向にスクロールさせることができる。そして
、一定時間内に、新たな操作入力がされない場合には、ステップ７（Ｓ００７）に移行す
る。
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【００９３】
　（Ａ－２）ステップ８（Ｓ００８）後のステップ７（Ｓ００７）
　ステップ８（Ｓ００８）後のステップ７（Ｓ００７）は、表示中のＤモード画像の変更
を指示する操作入力に伴い、操作入力の内容に応じて、表示器に表示されるドプラスペク
トラムデータの時間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像を新たに生成して表示器１
０２に表示されるステップである。
【００９４】
　まず、シネ再生部７は、操作入力の内容に応じて、シネ記録部６から読み出すドプラス
ペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を異ならせる。すなわち、シネ再生部７は、操作
入力の内容に応じて、読み出すドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を異なら
せて、ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を読み出す。併せて、その一部範
囲に対応するＢモードフレームデータを読み出す。そして、シネ再生部７は、新たに読み
出したドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲およびそれに対応するＢモードフ
レームデータを、表示処理部８に出力し、表示処理部８がＢモード画像およびＤモード画
像を表示器１０２に表示する。そして、ステップ８（Ｓ００８）に進む。
【００９５】
　（Ｂ）一定時間内に操作入力がされない場合
　一定時間内に操作入力がされない場合（図２中の「Ｎｏ」の場合）には、ステップ９（
Ｓ００９）に進む。
【００９６】
　[ステップ９（Ｓ００９）] 
　ステップ９（Ｓ００９）は、トレース波形生成部９が、ステップ７（Ｓ００７）で読み
出したドプラスペクトラムデータに基づき、トレース波形を生成するステップである。ト
レース波形は、上述のとおり、表示処理部８における表示器１０２の表示画面に同時に表
示されるＤモード画像のベースとなったドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲
に基づき生成され、時間経過に応じて表示処理部８で行われる新たなＤモード画像の生成
に同期するように逐次新たなトレース波形が生成される。このとき、トレース波形は、上
述のとおり、例えば、ドプラスペクトラムデータの時間毎の最高流速点や平均流速点を繋
いでいくことによりトレース波形を生成する。
【００９７】
　[ステップ１０（Ｓ０１０）
　ステップ１０（Ｓ０１０）は、心拍区間選択部１０が、計測対象心拍区間の選択基準を
設定するステップである。心拍区間選択部１０は、表示器１０２に同時に表示されるＤモ
ード画像のトレース波形に含まれる複数の心拍区間の中から、各種診断パラメータを計測
する計測対象心拍区間を選択する選択基準を設定する。選択基準は、心拍区間選択部１０
内部の記憶領域に予め設定しておくことができる。この計測対象心拍区間は、表示器１０
２に表示されているＤモード画像に対応するトレース波形の心拍区間の時間的な条件に基
づき選択される。上述のとおり、例えば、表示器１０２に同時に表示されるＤモード画像
のトレース波形に含まれる複数の心拍区間のうち、時間的に最も新しい心拍区間を選択す
るもの、時間的に最も古い心拍区間を選択するもの等と選択基準とすることができる。あ
るいは、複数の選択基準や選択のための補助的情報を表示器１０２に表示し、操作入力部
２への操作者からの操作入力を通して選択基準を選ぶようにしてもよい。
【００９８】
　本実施の形態では、一例として、表示器１０２に同時に表示されるＤモード画像のトレ
ース波形に含まれる複数の心拍区間のうち、時間的に最も新しい心拍区間を計測対象心拍
区間として選択する選択基準を採る。
【００９９】
　[ステップ１１（Ｓ０１１）] 
　ステップ１１（Ｓ０１１）は、心拍区間選択部１０が、ステップ７（Ｓ００７）で読み
出したドプラスペクトラムデータから生成した表示器１０２に表示処理されているＤモー
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ド画像に対応する複数心拍分のトレース波形から、後述するステップ１２（Ｓ０１２）で
行う各種診断パラメータの計測を行うための計測対象心拍区間を選択するステップである
。
【０１００】
　心拍区間選択部１０は、第１の手順として、表示器１０２に表示されたＤモード画像が
表す複数の心拍区間をトレース波形に基づき検出し、第２の手順として、ステップ１０（
Ｓ０１０）において設定された所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍
区間として選択する。
【０１０１】
　第１の手順では、心拍区間選択部１０は表示器１０２の表示対象となるＤモード画像の
トレース波形から各心拍の心拡張末期を検出する。そして、トレース波形に含まれる複数
の心拡張末期に対し、連続した２つの心拡張末期間の時間間隔を１心拍区間として規定し
、表示器１０２に同時に表示されるＤモード画像のトレース波形に含まれる複数の心拍区
間の全てを検出する。第２の手順では、心拍区間選択部１０は検出した各心拍区間のうち
心拍区間選択部１０に予め設定された選択基準を満たす心拍区間を計測対象心拍区間とし
て選択する。
【０１０２】
　実施の形態では、表示器１０２に表示処理されているＤモード画像に対応するトレース
波形の心拍区間の時間的基準で選択する例として、時間的に最も新しい１心拍区間を選択
する基準を例として示した。
【０１０３】
　（Ａ）Ｄモード画像を変更する操作入力がされなかった場合
　ステップ８（Ｓ００８）や後述するステップ１４（Ｓ０１４）において、Ｄモード画像
を変更する操作入力がされなかった場合の、ステップ１１（Ｓ０１１）の動作について説
明する。図３は、実施の形態に係る超音波診断装置１００において、Ｄモード画像を変更
する操作入力がされなかった場合に、表示器に表示するＤモード画像の一例を示す概略図
である。表示器１０２の表示画面内のＤモード用表示領域に表示されるＤモード画像２０
１を示したものである。
【０１０４】
　Ｄモード画像２０１では、横軸は時間（ｔ）、縦軸は周波数に対応する流速（Ｖ）を表
し、時間的に連続した複数心拍分のドプラスペクトラムデータ２０２を、各流速（周波数
）成分のパワー（強さ）を輝度（階調）としてスペクトル表示する。図３では、横軸の図
面右方向に行くほど、時間的に新しいドプラスペクトルデータを示している。最も右に位
置する時間（ｔ）においてフリーズ操作が行われたことを示す。また、ドプラスペクトラ
ムデータ２０２のトレース波形２０３がＤモード画像２０１と重ねて表示される。
【０１０５】
　Ｄモード画像２０１に示されている破線２０４ａ、２０４ｂ、２０４ｃ、２０４ｄ、２
０４ｅは、トレース波形２０３に基づき抽出した各心拡張末期を示し、隣り合う心拡張末
期間の時間間隔、２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄが各心拍区間を表す。図３に
おける、Ｄモード画像２０１には、２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄの４心拍区
間が示されている。２０５ａの右側の領域は、１心拍に満たない時間間隔である。トレー
ス波形２０３は、心拍区間２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄに含まれるトレース
波形の部分２０３ａ、２０３ｂ、２０３ｃ、２０３ｄと、心拡張末期２０４ａの右方に位
置する部分２０３ｘからなる。
【０１０６】
　上述のとおり、本実施の形態では、時間的に最も新しい１心拍区間を計測対象心拍区間
として選択する選択基準とする構成を採る。この場合、表示器１０２に表示されるＤモー
ド画像２０１に含まれる４心拍区間２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄのうち、最
も右側に位置する心拍区間２０５ａが計測対象心拍区間として選択される。
【０１０７】
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　このように、Ｄモード画像２０１の時間的に最も新しい図３の最も右側の領域に表示さ
れているドプラスペクトラムデータ２０２のスペクトル表示は、１心拍区間の一部に相当
する部分しか表示されない場合が多い。この場合、時間的に最も新しい心拍区間とは、最
も右側に位置する領域に表示されているドプラスペクトラムデータ２０２のスペクトル表
示の左方に位置する心拡張末期２０４ａから、さらに左方の心拡張末期２０４ｂまでの区
間としてあらわされる時間間隔である。
【０１０８】
　そして、心拍区間選択部１０は、計測対象心拍区間として選択された心拍区間２０５ａ
に含まれるトレース波形の部分２０３ａを計測部１１に出力する。あるいは、トレース波
形２０３全体を計測部１１に出力する構成としてもよい。
【０１０９】
　また、例えば図３に示すように、計測対象心拍区間として選択された心拍区間２０５ａ
に含まれるトレース波形の部分２０３ａが他の心拍区間２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄに
含まれるトレース波形の部分２０３ｂ、２０３ｃ、２０３ｄに比べて強調表示してもよい
。あるいは、計測対象心拍区間として選択された心拍区間２０５ｄに含まれるトレース波
形の部分２０３ａだけを表示し、他の心拍区間２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄに含まれる
トレース波形の部分２０３ｂ、２０３ｃ、２０３ｄを表示しない構成としてもよい。
【０１１０】
　（Ｂ）Ｄモード画像を変更する操作入力がされた場合
　ステップ８（Ｓ００８）や後述するステップ１４（Ｓ０１４）において、Ｄモード画像
を変更する操作入力がされた場合の、ステップ１１（Ｓ０１１）の動作について説明する
。
【０１１１】
　図４は、実施の形態に係る超音波診断装置１００において、Ｄモード画像を変更する操
作入力がされた場合に、表示器に表示するＤモード画像の一例を示す概略図である。表示
器１０２の表示画面内のＤモード用表示領域に表示されるＤモード画像２０１を示したも
のである。図４は、図３から表示画面中のドプラスペクトラムデータ２０２のスペクトル
表示が右方に移動した状態を示し、図３とは、表示されているドプラスペクトラムデータ
２０２のスペクトル表示が約１心拍区間分だけ時間的に古いものである点が異なる。
【０１１２】
　具体的には、図４に示すように、心拍区間２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄに新たに２０
５ｅを加えた４心拍区間が示されている。２０５ｂの右側の領域は、１心拍に満たない時
間間隔であり、図３に表示されていた心拍区間２０５ａの一部が表示されている。各心拡
張末期を示す破線２０４ｂ、２０４ｃ、２０４ｄ、２０４ｅに加え、新たに２０４ｆが表
示され、図３に表示されていた２０４ａは右方向に移動し表示画面内には表示されていな
い。また、ドプラスペクトラムデータ２０２のトレース波形２０３がＤモード画像２０１
と重ねて表示される。トレース波形２０３は、心拍区間２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄ、
２０５ｅに含まれるトレース波形の部分２０３ｂ、２０３ｃ、２０３ｄ、２０３ｅと、心
拡張末期２０４ｂの右方に位置する部分２０３ａからなる。
【０１１３】
　上述のとおり、本実施の形態では、時間的に最も新しい１心拍区間を計測対象心拍区間
として選択する選択基準とする構成を採る。この場合、表示器１０２に表示されるＤモー
ド画像２０１に含まれる４心拍区間２０５ｂ、２０５ｃ、２０５ｄ、２０５ｆのうち、最
も右側に位置する心拍区間２０５ｂが計測対象心拍区間として選択される。
【０１１４】
　このように、心拍区間選択部１０が、時間的に新しい心拍区間を選択する構成である場
合、操作者は操作入力部２を用いて、Ｄモード画像２０１において複数心拍区間を表すド
プラスペクトラムデータ２０２のスペクトル表示の中から診断パラメータの計測を行いた
い心拍区間のスペクトル表示を、表示画面中の右方に概ね位置するように移動させるとい
う簡便な操作を行うだけで、当該スペクトル表示について各種診断パラメータの計測を行
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う計測対象心拍区間として選択することができる。
【０１１５】
　図３の場合と同様、Ｄモード画像２０１において時間的に最も新しい図４の最も右側の
領域に表示されているドプラスペクトラムデータ２０２のスペクトル表示は、１心拍区間
の一部に相当する部分しか表示されない場合が多い。この場合、時間的に最も新しい心拍
区間とは、最も右側に位置する領域に表示されているドプラスペクトラムデータ２０２の
スペクトル表示の左方に位置する心拡張末期２０４ｂから、さらに左方の心拡張末期２０
４ｃまでの区間として表される時間間隔である。
【０１１６】
　操作者は、Ｄモード画像２０１において複数心拍区間を表すスペクトル表示の中から診
断パラメータの計測を行いたい心拍区間のスペクトル表示を、表示画面中の最も右方に位
置する心拍区間となるよう移動させるだけで、当該スペクトル表示について各種診断パラ
メータの計測を行う計測対象心拍区間として選択することができる。計測を行いたい心拍
区間のスペクトル表示を右方に移動させてゆき、その所望のスペクトル表示の右側には１
心拍区間の一部に相当する部分しか表示されない状態となったときに、所望のスペクトル
表示について各種診断パラメータの計測対象心拍区間として選択が行われる。
【０１１７】
　そして、計測対象心拍区間として選択された心拍区間２０５ｂに含まれるトレース波形
の部分２０３ｂが計測部１１に出力する。あるいは、トレース波形２０３全体を計測部１
１に出力する構成としてもよい。
【０１１８】
　また、図３の場合と同様、例えば図４に示すように、計測対象心拍区間として選択され
た心拍区間２０５ｂに含まれるトレース波形の部分２０３ｂが他の心拍区間２０５ｃ、２
０５ｄ、２０５ｅに含まれるトレース波形の部分２０３ｃ、２０３ｄ、２０３ｅに比べて
強調表示してもよい。あるいは、計測対象心拍区間として選択された心拍区間２０５ｂに
含まれるトレース波形の部分２０３ｂだけを表示し、他の心拍区間２０５ｃ、２０５ｄ、
２０５ｅに含まれるトレース波形の部分２０３ｃ、２０３ｄ、２０３ｅを表示しない構成
としてもよい。
【０１１９】
　[ステップ１２（Ｓ０１２）]
　ステップ１２（Ｓ０１２）は、計測部１１が、ステップ１１（Ｓ０１１）で設定された
計測対象心拍区間のトレース波形から各種診断パラメータを計測するステップである。ス
テップ１２において、計測対象心拍区間として選択された心拍区間２０５ｄに含まれるト
レース波形の部分２０３ｄに基づき、計測部１１は各種診断パラメータを計測する。各種
診断パラメータとして、上述のとおり、例えば、ＰＳＶ、ＥＤＶ、ＴＡＭＶ、ＲＩ、ＰＩ
等を挙げることができる。しかしながら、計測部１１において計測する各種診断パラメー
タに必ずしも上記に限られず、上記以外の他のパラメータを計測してもよい。
【０１２０】
　計測部１１は、トレース波形に基づき計測した各種診断のパラメータの計測結果を表示
処理部８に出力する。
【０１２１】
　[ステップ１３（Ｓ０１３）]
　ステップ１３（Ｓ０１３）は、表示処理部８が、各種診断パラメータの計測結果を表示
器１０２に表示する処理を行うステップである。例えば、図３及び図４に示すように、Ｄ
モード画像２０１上にＰＳＶ、ＥＤＶ、ＴＡＭＶ、ＲＩおよびＰＩの計測結果２０６を重
ねて表示する。
【０１２２】
　[ステップ１４（Ｓ０１４）]
　ステップ１４（Ｓ０１４）は、制御部１２が、操作入力部２に操作者から表示中のＤモ
ード画像の変更を指示する操作入力がされたか否かを判定するステップである。表示中の
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Ｄモード画像の変更とは、ステップ８（Ｓ００８）同様、ドプラスペクトラムデータ２０
２のスペクトル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って移動させることをさす。
【０１２３】
　制御部１２は、操作入力部２に操作者から、例えば、一定時間、例えば数十秒以内に、
表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされたか否かを判定する。
【０１２４】
　（Ａ－１）一定時間内に表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされた場合
　操作者は、一定時間内に表示させるドプラスペクトラムデータのスペクトル表示を、横
軸の時間（ｔ）に沿って前後方向にスクロールさせることができる。一定時間内に表示中
のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされた場合（図２中の「Ｙｅｓ」の場合）に
は、ステップ７（Ｓ００７）に移行する。
【０１２５】
　（Ａ－２）ステップ１４（Ｓ０１４）後のステップ７（Ｓ００７）
　ステップ１４（Ｓ０１４）後のステップ７（Ｓ００７）は、表示中のＤモード画像の変
更を指示する操作入力に伴い、操作入力の内容に応じて、表示器に表示されるドプラスペ
クトラムデータの時間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像を新たに生成して表示器
１０２に表示されるステップであり、ステップ８（Ｓ００８）後にステップ７（Ｓ００７
）に戻った場合と同じ処理を行う。
【０１２６】
　シネ再生部７は、新たに読み出したドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲お
よびそれに対応するＢモードフレームデータを、表示処理部８に出力し、表示処理部８が
Ｂモード画像およびＤモード画像を表示器１０２に表示する。そして、ステップ８（Ｓ０
０８）に進む。
【０１２７】
　（Ｂ）一定時間内に操作入力がされない場合
　一定時間内に操作入力がされない場合（図２中の「Ｎｏ」の場合）には、プロセスを終
了する。
【０１２８】
　[小括]
　以上の構成により、実施の形態に係る超音波診断装置１００では、Ｄモード画像２０１
をリアルタイム表示中にフリーズさせた場合に、簡便な操作で、そのフリーズしたＤモー
ド画像２０１中のトレース波形２０３から計測対象心拍区間を選択して、選択した心拍区
間２０５ａに含まれるトレース波形の部分２０３ａに基づき各種診断パラメータの計測を
行うことができる。
【０１２９】
　また、操作者からの操作入力の内容に応じて、ドプラスペクトラムデータ２０２の時間
軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像２０１及びトレース波形２０３を新たに生成し
て表示されるＤモード画像２０１が表す心拍区間を変更した場合でも同様である。すなわ
ち、この場合でも、Ｄモード画像２０１中のトレース波形２０３から計測対象心拍区間を
選択して、選択した心拍区間２０５ａに含まれるトレース波形の部分２０３ａに基づき簡
便な操作で各種診断パラメータの計測を行うことができる。
【０１３０】
　以上、説明したように、複数心拍区間を表すスペクトル表示の中から、操作者が診断パ
ラメータの計測を行いたい心拍区間について、簡便な操作で診断パラメータの計測を行う
ことができる。
【０１３１】
　（シネ再生中のＤモード画像における各種診断パラメータ計測動作について）
　Ｄモード画像をシネ再生させた場合における各種診断パラメータの計測動作について説
明する。図５は、実施の形態に係る超音波診断装置１００において、シネ再生中のＤモー
ド画像における各種診断パラメータの計測動作を示すフローチャートである。超音波診断
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装置１００における制御方法を、操作者による操作入力を含めて示したフローチャードで
ある。シネ再生中のＤモード画像における各種診断パラメータ計測動作方法は、図２に示
したＤモード画像をリアルタイム表示中にフリーズさせた場合の各種診断パラメータの計
測動作におけるステップ７（Ｓ００７）からステップ１４（Ｓ０１４）までの動作と類似
する。以下、相違するステップについて異なる番号を付して説明する。
【０１３２】
　[ステップ１０７（Ｓ１０７）] 
　ステップ１０７（Ｓ１０７）は、シネ再生部７がシネ記録部６から過去に取得し保存さ
れているＢモードフレームデータ及びそれに対応するドプラスペクトラムデータを読み出
して表示処理部８に出力し、表示処理部８がＢモード画像およびＤモード画像を表示器１
０２に表示するステップである。
【０１３３】
　ステップ１０７（Ｓ１０７）では。まず、操作者は、シネ記録部６に記録されたデータ
をシネ再生する操作を操作入力部２により行う。この操作により、表示処理部８は、過去
に取得し保存されているＢモードフレームデータをシネ再生部７から取得し、表示処理部
８は取得したＢモードフレームデータに基づきＢモード画像を生成して表示器１０２に表
示させる。同様に、表示処理部８は、Ｂモードフレームデータに対応する過去に取得し保
存されているドプラスペクトラムデータをシネ再生部７から取得し、取得したドプラスペ
クトラムデータに基づきＤモード画像を生成して表示器１０２に表示させる。表示される
Ｄモード画像２０１は、図４と同様である。
【０１３４】
　ここで、シネ記録部６に過去に取得し保存されているＢモードフレームデータ及びそれ
に対応するドプラスペクトラムデータの組合せが複数保存されている場合には、再生する
データを操作入力部２からの操作を通じて操作者が選択することができる。
【０１３５】
　[ステップ１０８（Ｓ１０８）]
　ステップ１０８（Ｓ１０８）は、制御部１２が、操作入力部２に操作者から表示中のＤ
モード画像の変更を指示する操作入力がされたか否かを判定するステップである。表示中
のＤモード画像の変更とは、図２の場合と同様である。
【０１３６】
　操作者は、上述のとおり、操作入力部２に所定の操作を行うことで、ドプラスペクトラ
ムデータのスペクトル表示を、図４に示す横軸の時間（ｔ）に沿って前後双方向に移動さ
せることができる。
【０１３７】
　制御部１２は、操作入力部２に操作者から、例えば２から３秒等の一定時間内に、上記
のような表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされたか否かを判定する。
【０１３８】
　（Ａ－１）一定時間内に表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされた場合
　一定時間内に表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされた場合（図５中の
「Ｙｅｓ」の場合）には、ステップ１０７に移行する。
【０１３９】
　上述のとおり、シネ再生が開始された時点のＢモードフレームデータ及びそれに対応す
るドプラスペクトラムデータに基づき生成されたＢモード画像およびＤモード画像が表示
器１０２に表示されている。ここで、シネ再生が開始された時点とは、例えば、シネ再生
部７が読み出した対象となるＢモードフレームデータ及びそれに対応するドプラスペクト
ラムデータの組合せ（以後、「対象データセット」とする）の中で時間軸上最も新しい時
点であることが多い。あるいは、対象データセットにおいて２回目以降のシネ再生である
場合には、前回のシネ再生時において、対象データセット中において再生動作を終えた時
点としてもよい。
【０１４０】
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　したがって、前者の場合には、操作者は、はじめに表示中のドプラスペクトラムデータ
のスペクトル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って戻す方向に移動させ、その後、ドプラス
ペクトラムデータのスペクトル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って進める方向に移動させ
ることができる。また、後者の場合には、操作者は、ドプラスペクトラムデータのスペク
トル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って前後双方向に移動させることができる。
【０１４１】
　このように、操作者は、一定時間内に表示させるドプラスペクトラムデータのスペクト
ル表示を、横軸の時間（ｔ）に沿って前後方向にスクロールさせることができる。そして
、一定時間内に、新たな操作入力がされない場合には、ステップ１０７（Ｓ１０７）に移
行する。
【０１４２】
　（Ａ－２）ステップ１０８（Ｓ１０８）後のステップ７（Ｓ１０７）
　ステップ８（Ｓ００８）後のステップ７（Ｓ００７）と、同じ動作であり詳細な説明を
省略する。シネ再生部７は、操作入力の内容に応じて、ドプラスペクトラムデータの時間
軸上の一部範囲を異ならせて、ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を読み出
す。併せて、それに対応するＢモードフレームデータを読み出す。そして、シネ再生部７
は、新たに読み出したドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲およびそれに対応
するＢモードフレームデータを、表示処理部８に出力し、表示処理部８がＢモード画像お
よびＤモード画像を表示器１０２に表示する。そして、ステップ８（Ｓ００８）に進む。
【０１４３】
　（Ｂ）一定時間内に操作入力がされない場合
　一定時間内に表示中のＤモード画像の変更を指示する操作入力がされない場合（図５中
の「Ｎｏ」の場合）には、ステップ９（Ｓ００９）に進む。図５における、ステップ００
９（Ｓ００９）からステップ１４（Ｓ０１４）は、図２における構成と同じであり、説明
を省略する。
【０１４４】
　[小括]
　以上の構成により、実施の形態に係る超音波診断装置１００では、過去に取得し保存さ
れているＢモードフレームデータ及びそれに対応するドプラスペクトラムデータをシネ記
録部６から読み出してシネ再生する場合にも、簡便な操作で、シネ再生中のＤモード画像
２０１中のトレース波形２０３から計測対象心拍区間を選択して、選択した心拍区間２０
５ａに含まれるトレース波形の部分２０３ａに基づき各種診断パラメータの計測を行うこ
とができる。
【０１４５】
　また、シネ再生中に、操作者からの操作入力の内容に応じて、ドプラスペクトラムデー
タ２０２の時間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像２０１及びトレース波形２０３
を新たに生成して表示されるＤモード画像２０１が表す心拍区間を変更した場合でも同様
である。この場合にも、Ｄモード画像２０１中のトレース波形２０３から計測対象心拍区
間を選択して、選択した心拍区間２０５ａに含まれるトレース波形の部分２０３ａに基づ
き簡便な操作で各種診断パラメータの計測を行うことができる。
【０１４６】
　例えば、心拍区間選択部１０が、時間的に新しい心拍区間を選択する構成である場合、
操作者は操作入力部２を用いて、複数心拍区間を表すドプラスペクトラムデータ２０２の
スペクトル表示の中から診断パラメータの計測を行いたい心拍区間のスペクトル表示を、
表示画面中の右方に概ね位置するように移動させるという簡便な操作を行うだけで、当該
スペクトル表示について各種診断パラメータの計測を行うことができる。
【０１４７】
　このように、複数心拍区間を表すスペクトル表示の中から、操作者は、被験者の特徴的
な心拍波形や、被験者の典型的な心拍波形、又は、測定や心拍変動の中で平均的な状態と
思われる心拍波形を選択して、操作者が診断パラメータの計測を行いたい心拍区間につい
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て、簡便な操作で診断パラメータの計測を行うことができる。
【０１４８】
　＜変形例１＞
　実施の形態では、計測対象心拍区間の選択基準を、表示器１０２に同時に表示されるＤ
モード画像のトレース波形に含まれる複数の心拍区間のうち時間的に最も新しい心拍区間
を選択するものとする構成とした。しかしながら、計測対象心拍区間の選択基準は、適宜
変更可能であり、例えば、操作入力部２への操作者からの操作入力を通して、表示器１０
２に表示されたＤモード画像に含まれる複数の心拍区間から使用者が指定する心拍区間を
計測対象心拍区間とする選択基準としてもよい。
【０１４９】
　本変形例に係る超音波診断装置では、計測対象心拍区間の選択基準を次のような構成と
したことに特徴がある。すなわち、選択基準では、操作入力部２は、表示器１０２に表示
されるＤモード画像上の計測対象範囲を指定する操作入力を受け付け、画像制御部１３は
、計測対象範囲を表示器１０２に表示し、心拍区間選択部１０は、表示器１０２に表示さ
れたＤモード画像に含まれる複数の心拍区間のうち、計測対象範囲内に含まれる心拍区間
を計測対象心拍区間として選択する構成を採る。
【０１５０】
　図６は、実施の形態に係る超音波診断装置１００の変形例１におけるＤモード画像の一
例を示す概略図である。Ｄモード画像３０１中には、ドプラスペクトラムデータ３０２は
スペクトル表示されている。Ｄモード画像３０１には、ドプラスペクトラムデータ３０２
のトレース波形３０３が重畳して表示されている。Ｄモード画像３０１には、トレース波
形２０３に基づき検出した各心拡張末期３０４ａ、３０４ｂ、３０４ｃ、３０４ｄ、３０
４ｅ、及び、隣接する心拡張末期間の時間間隔として示される心拍区間３０５ａ、３０５
ｂ、３０５ｃ、３０５ｄが表示されている。トレース波形３０３は、心拍区間３０５ａ、
３０５ｂ、３０５ｃ、３０５ｄに含まれる部分、３０３ａ、３０３ｂ、３０３ｃ、３０３
ｄと、心拡張末期３０４ａの右方に位置する部分３０３ｘからなる。以上のＤモード画像
３０１及びトレース波形３０３については、図３に示す構成と同様である。
【０１５１】
　本変形例では、Ｄモード画像３０１に、操作者が操作入力部２への操作入力を通して入
力した計測対象範囲３０７が表示されている。これは、操作者が操作入力部２に表示器１
０２に表示されるＤモード画像３０１上における計測対象範囲の位置を指定する操作入力
を行ったことにより、表示処理部８がＤモード画像３０１上の指定された位置および範囲
に計測対象範囲３０７を表示したものである。Ｄモード画像３０１における計測対象範囲
３０７の位置は、特に限定されるものではない。しかしながら、計測対象範囲３０７には
、少なくとも各種診断パラメータの計測を行うドプラスペクトラムデータ３０２の心拍数
が収まる長さが必要がある。例えば、１心拍区間の診断パラメータを計測する場合には、
計測対象範囲３０７の長さが、１心拍区間より長く２心拍区間よりも短く設定する。
【０１５２】
　心拍区間選択部１０は、表示器１０２に表示されたＤモード画像に含まれる複数の心拍
区間３０５ａ、３０５ｂ、３０５ｃ、３０５ｄのうち、計測対象範囲３０７の範囲に含ま
れる心拍区間３０５ａを計測対象心拍区間として選択する。そして、計測対象心拍区間と
して選択された心拍区間３０５ａに含まれるトレース波形の部分３０３ａに基づき、計測
部１１はＰＳＶ、ＥＤＶ等各種診断パラメータを計測する。
【０１５３】
　このとき、操作者は操作入力部２を用いて、複数心拍区間を表すドプラスペクトラムデ
ータ３０２のスペクトル表示の中から診断パラメータの計測を行いたい心拍区間のスペク
トル表示を、計測対象範囲内３０１の範囲に概ね位置するように移動させるという簡便な
操作を行うだけで、当該スペクトル表示について各種診断パラメータの計測を行うことが
できる。計測を行いたい心拍区間に対応するドプラスペクトラムデータ３０２のスペクト
ル表示を計測対象範囲３０７の方向に移動させてゆき、その所望の心拍区間のスペクトル
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表示が計測対象範囲３０７内部に入ったときに、所望のスペクトル表示について各種診断
パラメータの計測が行われる。
【０１５４】
　また、図３の場合と同様、例えば図６に示すように、計測対象心拍区間として選択され
た心拍区間３０５ａに含まれるトレース波形の部分３０３ａが他の心拍区間３０５ｃ、３
０５ｄ、３０５ｅに含まれるトレース波形の部分３０３ｃ、３０３ｄ、３０３ｅに比べて
強調表示してもよい。
【０１５５】
　＜変形例２＞
　本変形例に係る超音波診断装置では、計測対象心拍区間の選択基準を次のような構成と
したことに特徴がある。すなわち、選択基準では、計測部１１は、表示器１０２に表示さ
れたＤモード画像に含まれる全ての心拍区間に含まれるトレース波形に基づき、ＰＳＶ、
ＰＳＶの絶対値、ＲＩ、ＰＩ、およびトレース波形の信頼度から選ばれる一つのパラメー
タを計測し、心拍区間選択部１０は、表示器１０２に表示されたＤモード画像に含まれる
全ての心拍区間のうち、一つのパラメータが最も適切な値である心拍区間を計測対象心拍
区間として選択する構成を採る。
【０１５６】
　図７は、実施の形態に係る超音波診断装置１００の変形例２におけるＤモード画像の一
例を示す概略図である。Ｄモード画像４０１中には、ドプラスペクトラムデータ４０２は
スペクトル表示されている。Ｄモード画像４０１には、ドプラスペクトラムデータ４０２
のトレース波形４０３が重畳して表示されている。Ｄモード画像４０１には、トレース波
形２０３に基づき検出した各心拡張末期４０４ａ、４０４ｂ、４０４ｃ、４０４ｄ、４０
４ｅ、及び、隣接する心拡張末期間の時間間隔として示される心拍区間４０５ａ、４０５
ｂ、４０５ｃ、４０５ｄが表示されている。トレース波形４０３は、心拍区間４０５ａ、
４０５ｂ、４０５ｃ、４０５ｄに含まれる部分、４０３ａ、４０３ｂ、４０３ｃ、４０３
ｄと、心拡張末期４０４ａの右方に位置する部分４０３ｘからなる。以上のＤモード画像
４０１及びトレース波形４０３については、図３に示す構成と同様である。
【０１５７】
　本変形例では、心拍区間選択部１０は、表示器１０２に表示されたＤモード画像に含ま
れる複数の心拍区間４０５ａ、４０５ｂ、４０５ｃ、４０５ｄに含まれるトレース波形４
０３ａ、４０３ｂ、４０３ｃ、４０３ｄに基づき、計測部１１はＰＳＶ、ＰＳＶの絶対値
、ＲＩ、ＰＩ、およびトレース波形の信頼度から選ばれる一つのパラメータを計測する。
そして、心拍区間選択部１０は、一つのパラメータが最も適切な値である心拍区間を計測
対象心拍区間として選択する。パラメータが最も適切な値であるこの判定は、例えば、操
作者が各種診断パラメータを計測する上で好適なトレース波形として判断する基準となる
ＰＳＶ若しくはＰＳＶの絶対値が最も大きい１心拍区間、ＲＩが最も大きい１心拍区間、
ＰＩが最も大きい１心拍区間、または、トレース波形の信頼度が最も高い１心拍区間を選
定基準として行うことができる。図６では、計測対象心拍区間として心拍区間４０５ａを
選択した例を示す。計測部１１は、心拍区間４０５ａに含まれるトレース波形の部分４０
３ａに基づき、全ての各種診断パラメータを計測する。
【０１５８】
　また、図３の場合と同様、例えば図７に示すように、計測対象心拍区間として選択され
た心拍区間４０５ａに含まれるトレース波形の部分４０３ａが他の心拍区間４０５ｃ、４
０５ｄ、４０５ｅに含まれるトレース波形の部分４０３ｃ、４０３ｄ、４０３ｅに比べて
強調表示してもよい。
【０１５９】
　なお、トレース波形の信頼度は、トレース波形の滑らかさ表し、これを評価し滑らかさ
が高いほど信頼度が高いと判定してもよい。また、予めモデルとなるトレース波形を準備
し、そのモデルとなるトレース波形と比較し、相関性が高いものを信頼度が高いと判定し
てもよい。
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【０１６０】
　また、本変形例においても、操作者は操作入力部２を用いて、シネ記録部６に保存され
ている複数心拍区間を表すドプラスペクトラムデータ３０２の中から表示器１０２の表示
画面に表示させるドプラスペクトラムデータ３０２の時間軸上の一部範囲を選択する、あ
るいは当該一部範囲を表示中のものから異ならせるという簡便な操作を行うだけで、計測
に最も適切な心拍区間を逐次選択しその心拍区間のスペクトル表示について各種診断パラ
メータの計測を行うことができる。
【０１６１】
　なお、上記において、計測部１１はＰＳＶ、ＰＳＶの絶対値、ＲＩ、ＰＩ、およびトレ
ース波形の信頼度から選ばれる複数のパラメータを計測し、心拍区間選択部１０は、複数
のパラメータが最も適切な値である心拍区間を計測対象心拍区間として選択する構成とし
てもよい。
【０１６２】
　＜その他の変形例＞
　（１）実施の形態においては、超音波探触子１０１は、複数の圧電素子が一次元方向に
配列された超音波探触子１０１構成を示した。しかしながら、超音波探触子１０１の構成
は、これに限定されるものではなく、例えば、複数の圧電変換素子が２次元に配列された
超音波探触子を用いることも可能である。２次元に配列された超音波探触子を用いた場合
、制御部１２が圧電変換素子に電圧を与えるタイミングや電圧の値を個々に変化させるこ
とによって、送信する超音波ビームの照射位置や照射方向を制御することができる。
【０１６３】
　（２）超音波探触子は、送受信処理部の一部の機能を含んでいてもよい。例えば、送受
信処理部から出力された送信電気信号を生成するための制御信号に基づき、超音波探触子
内で送信電気信号を生成し、この送信電気信号を超音波に変換する。併せて、受信した反
射超音波を受信電気信号に変換し、超音波探触子内で受信電気信号に基づき受信信号を生
成する構成を採ることができる。
【０１６４】
　（３）実施の形態では、各種診断パラメータの計測を行う際に、トレース波形生成部９
でドプラスペクトラムデータからトレース波形を生成する構成で説明した。しかしながら
、Ｄモードデータ生成部５でドプラスペクトラムデータを生成する際に、同時にトレース
波形も生成する構成としてもよい。この場合、生成されたトレース波形はドプラスペクト
ラムデータとともにシネ記録部６に記録され、シネ再生部７によって再生される。
【０１６５】
　（４）実施の形態では、Ｂモード画像をリアルタイムで取得する際に設定したサンプル
ゲートにおける受信信号からドプラスペクトラムデータを生成しシネ記録部に保存する構
成とした。しかしながら、シネ記録部には受信信号全てを保存し、Ｂモード画像をシネ再
生する際に、同時にＢモード画像上の所望の位置に設定したサンプルゲートを設定し、そ
のサンプルゲートにおける受信信号からドプラスペクトラムデータを生成する構成として
もよい。サンプルゲートを任意の位置に設定してＤモード画像をシネ再生することができ
る。
【０１６６】
　（５）実施の形態では、Ｂモードフレームデータそれに対応するドプラスペクトラムデ
ータを記録する記録媒体であるシネ記録部６を超音波診断装置１００内に備えた構成とし
た。しかしながら、記録媒体であるシネ記憶部は、Ｂモードフレームデータとドプラスペ
クトラムデータを記憶できればよく、超音波診断装置１００外分に設ける構成としてもよ
い。例えば、記録媒体であるシネ記憶部は、超音波診断装置とは別に外部記憶装置を設け
る構成や、ネットワークを介してサーバーと接続する構成としてもよい。
【０１６７】
　（６）実施の形態では、制御器１を構成する各ブロックは、独立したハードウエアによ
る構成として説明した。しかしながら、制御器１を構成する各ブロックは、必ずしも独立
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したハードウエアによって構成される必要はなく、例えば、各ブロックを必要に応じて一
体としたＣＰＵおよびソフトウエアによって、その機能を実現する構成であってもよい。
【０１６８】
　また、制御器の各機能ブロックは、各々の機能ブロックの一部又は全部の機能を、典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現することもできる。これらは個別に１チップ化さ
れてもよいし、一部または全てを含むように１チップ化されてもよい。なお、ＬＳＩは、
集積度の違いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称さ
れることもある。
【０１６９】
　なお、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続
や設定を再構成可能なリコンフィギュラブル・プロセッサー（ＲｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｂ
ｌｌｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を利用してもよい。
【０１７０】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。
【０１７１】
　≪まとめ≫
　本実施の形態に係る、超音波診断装置１００は、複数心拍分のドプラスペクトラムデー
タが記録された記録媒体６と、表示器１０２とが各々接続可能に構成された超音波診断装
置であって、使用者からの操作入力を受け付ける操作入力部２と、記録媒体６からドプラ
スペクトラムデータを読み出し、当該ドプラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲に
基づきＤモード画像及びトレース波形を生成し、Ｄモード画像の一部又は全部を表示器１
０２に表示させる画像制御部１３と、Ｄモード画像が表す複数の心拍区間をトレース波形
に基づき検出し、所定の選択基準に基づき１以上の心拍区間を計測対象心拍区間として選
択する心拍区間選択部１０と、計測対象心拍区間に含まれるトレース波形に基づき所定の
診断パラメータを計測する計測部１１とを備え、操作入力部２に、Ｄモード画像の変更を
指示する操作入力が入力されたとき、画像制御部１３は、操作入力の内容に応じて、ドプ
ラスペクトラムデータの時間軸上の一部範囲を異ならせてＤモード画像及びトレース波形
を新たに生成して表示器１０２に表示されるＤモード画像が表す心拍区間を変更し、心拍
区間選択部１０は、表示器１０２に表示される変更後のＤモード画像が表す複数の心拍区
間を新たに生成されたトレース波形に基づき検出し、所定の選択基準に基づき１以上の心
拍区間を計測対象心拍区間として新たに選択し、計測部１１は、新たに選択された計測対
象心拍区間に含まれる新たに生成されたトレース波形に基づき診断パラメータを計測する
ことを特徴とする。
【０１７２】
　係る構成によって、Ｄモード画像をフリーズさせた場合や、過去の心拍におけるＤモー
ド画像をシネ再生させた場合であっても、簡便な操作で各種診断パラメータの計測するこ
とができる。
【０１７３】
　そのため、複数心拍区間を表すスペクトル表示の中から、操作者が診断パラメータの計
測を行いたい心拍区間について、簡便な操作で計測が行える。これにより、操作者は、被
験者の特徴的な心拍波形や、被験者の典型的な心拍波形、又は、測定や心拍変動の中で平
均的な状態と思われる心拍波形を選択して、診断パラメータの計測を行うことができる。
【０１７４】
　それゆえ、熟練者でなくとも簡便な操作で各種診断パラメータの計測を行うことができ
る。その結果、未熟練者による各種診断パラメータの計測を、短時間で正確に実施するこ
とができ、診断の効率化を図れる。
【０１７５】
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　≪補足≫
　以上で説明した実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。
実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、
工程、工程の順序などは一例であり、本発明を限定する主旨ではない。また、実施の形態
における構成要素のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない工程
については、より好ましい形態を構成する任意の構成要素として説明される。
【０１７６】
　また、発明の理解の容易のため、上記各実施の形態で挙げた各図の構成要素の縮尺は実
際のものと異なる場合がある。また本発明は上記各実施の形態の記載によって限定される
ものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【０１７７】
　さらに、超音波診断装置においては基板上に回路部品、リード線等の部材も存在するが
、電気的配線、電気回路について照明装置等の技術分野における通常の知識に基づいて様
々な態様を実施可能であり、本発明の説明として直接的には無関係のため、説明を省略し
ている。尚、上記示した各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示したものではない。
【産業上の利用可能性】
【０１７８】
　本発明は、リアルタイムに生成および表示したＤモード画像をフリーズさせた場合や、
過去に取得したＤモード画像をシネ再生させた場合に、簡便な操作で各種診断パラメータ
の計測することができる。そのため、操作が簡便な超音波診断装置、超音波診断装置の制
御方法および超音波診断装置の制御器に広く活用することが可能である。
【符号の説明】
【０１７９】
　１　制御器
　２　操作入力部
　３　送受信処理部
　４　Ｂモードデータ生成部
　５　Ｄモードデータ生成部
　６　シネ記録部
　７　シネ再生部
　８　表示処理部
　９　トレース波形生成部
　１０　心拍区間選択部
　１１　計測部
　１２　制御部
　１３　画像制御部
　１００　超音波診断装置
　１０１　超音波探触子
　１０２　表示器
　２０１、３０１、４０１　Ｄモード画像
　２０２、３０２、４０２　ドップラースペクトラムデータ
　２０３、３０３、４０３　トレース波形
　２０４、３０４、４０４　心拡張末期
　２０５、３０５、４０５　心拍区間
　２０６　計測結果
　３０７　計測対象範囲
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